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地域おこし協力隊活動日記
　道の駅で商品開発を行っている野口
です！去年から取り組んでいるひがし
やまの製造は、使用する芋の品種によっ
て味や見映えが大きく違うことが分か
りました。これまでに紅はるかや、にん
じん芋、シルクスイートを使用したひ
がしやまの製造に取り組み、一筋縄で
はいかない状況ですが、一歩ずつ確実
に商品開発を進めています。
　また、寒い日が徐々に少なくなって
おり、季節の変わり目を体感していま
す。鬼北の冬は寒いと聞いて、ワクワ
クしていましたが、今回の冬は雪があ
まり降らなかったので個人的には少し

　町内を中心に施設やイベントのス
テージで観客を魅了した踊りを披露す
る四国民踊舞踊輪の会日吉支部。現在
は、指導員・井上千恵子、会員・川添
勝代、山本壽子、若山よしみ、音地節
子、志冨喜佐登の６名が活動し、２ヵ
月ごとに新しい曲に挑戦しながら練習
に励んでいます。
　日吉支部の設立は、昭和52年10月４
日。最盛期には会員は30人ほどおり、
子ども輪の会もあったそう。さまざま
な地域で支部も設立され、活発な活動、
交流が行われていましたが、その後会
員の減少や高齢化等により、残念なが

　ご存じの方も多いと思いますが、私
の趣味の一つがハイキングです。私は
山育ちで、週末になると家族でよくハ
イキングに行っていました。
　アメリカ西海岸には、パシフィック・
コースト・トレイルと呼ばれる有名な
ハイキングコースがあります。メキシ
コ国境近くから始まり、カリフォルニ
ア州、オレゴン州、ワシントン州を通
り、カナダ国境で終わります。とても
長くて大変なハイキングコースです。
踏破するには何カ月もかかるので、途
中で断念する人も多いです。いつか完

寂しくもありました。今後も鬼北町でし
か体感できないようなことに取り組ん
で、今以上に鬼北町の生活を満喫して
いきたいです。

ら支部の数は少しずつ減っています。
　会では綱領と三つの約束を唱和して
から踊りを始めます。綱領は「踊りの
輪を作ろう。つないだ手の中から人の
和を生み出そう！無心に踊る汗の中か
ら生活の泉を見出そう！」。「踊りに上
手い下手はない。輪を保って、みんな
と一緒に笑って踊れることが楽しい」
と、会員の皆さんは口を揃えます。
　踊りの指導を行う井上千恵子さんは

「これからも会の維持に努めたい。年
をとっても頑張っている姿を見ていた
だき、若い人もぜひ入会してほしい。」
と、笑顔で呼びかけていました。

歩することが私の目標です。
　四国一周のお遍路もやってみたいで
す。愛媛に住み始めてからお寺に興味
があり、18カ所ほど回りました。８月
にアメリカへ帰るまでに残りのお寺を
回りたいです。私は仏教徒ではありま
せんが、それでもこの旅は私にとって、
とても大切なことです。私を親切に迎
え入れ、日本を故郷のように感じさせ
てくれた地域と人々に感謝の気持ちを
表すことができます。大変なことです
が、それだけの価値がある旅になると
思っています。

「ひがしやまの製造に取り組んでいます」

「手を取り合い、踊りと人の輪をこれからも広げたい」

「I want to challenge Shikoku Henro」

地域おこし協力隊１年目
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▲紅はるかを使用したひがしやま


